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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　笹川科学研究助成対象に板倉

　　　さん橋川さん／今井さん柄澤

　　　さん最優秀賞／中川助教と３

　　　学生に感謝状／荒井主席研究

　　　員が宇宙飛行士と直接交信

３面　平成30年度予算案を承認

４面　新任紹介／大学案内2019年版

　　　が完成／クラブの活動状況

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に

到
達
迫
る

「はやぶさ２　」講演会
ＰＥＲＣ　津田ＩＳＡＳ准教授を招き

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
６
月
21
日
〜
７
月
５
日
の
間
に
目
指
す
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
に
到
達
す
る
見
通
し
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）は
４
月
21
日
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）宇
宙
科

学
研
究
所(

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ)
の
津
田
雄
一
准
教
授
（
は
や
ぶ
さ
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
を
特
別
講
演
者
に
招
い
て

「
宇
宙
工
学
へ
の
挑
戦
〜
は
や
ぶ
さ
２
の
す
べ
て
を
工
学
の
視
点
か
ら
切
り
拓
く
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
２
０

１
４
年
12
月
３
日
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
関
わ
り
、
搭
載
さ

れ
て
い
る
ほ
ぼ
全
て
の
観
測

機
器
の
開
発
と
科
学
的
検
討

に
研
究
員
が
参
加
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の

活
動
を
多
く
の
在
学
生
に
知

っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
総
合

工
学
で
あ
る
宇
宙
工
学
を
通

し
て
工
学
全
般
へ
の
見
識

と
、「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
実

際
を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

い
う
の
が
講
演
会
の
狙
い
。

　
会
場
の
津
田
沼
校
舎
２
号

館
大
教
室
で
は
本
学
学
生
の

ほ
か
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
開

催
を
知
っ
た
一
般
市
民
や
高

校
生
な
ど
約
１
５
０
人
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
津
田
准
教
授
は
東
大
大
学

院
修
士
課
程
時
代
に
挑
戦
し

　
電
気
自
動
車
や
携
帯
電
話

の
モ
ー
タ
ー
用
磁
石
に
使
わ

れ
る
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土

類
）
が
、
小
笠
原
諸
島
・
南

鳥
島
（
東
京
都
）
周
辺
の
排

他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

の
海
底
に
大
量
に
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
、
と
千
葉
工
大

次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ

加
藤
泰
浩
所
長
）、
早
稲
田

大
、
東
京
大
、
海
洋
研
究
開

発
機
構
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
４
月
10
日
、発
表
し
た
。

　
産
業
上
重
要
な
ジ
ス
プ
ロ

シ
ウ
ム
や
テ
ル
ビ
ウ
ム
、
ユ

ウ
ロ
ピ
ウ
ム
、
イ
ッ
ト
リ
ウ

ム
な
ど
で
総
計
１
６
０
０
万

㌧
を
超
え
世
界
需
要
の
数
百

年
分
に
相
当
す
る
と
い
う
。

　
グ
ル
ー
プ
に
は
東
工
大
、

神
戸
大
、東
亜
建
設
工
業
㈱
、

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
も
参

加
。
２
０
１
３
〜
15
年
に
海

洋
研
究
開
発
機
構
の
調
査
船

で
南
鳥
島
沖
約
２
５
０
０
平

方
㌔
の
海
域
を
探
査
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
特
に
北
西
の

一
角
に
極
め
て
高
濃
度
の
レ

ア
ア
ー
ス
を
含
む
泥
（
レ
ア

ア
ー
ス
泥
）
の
存
在
を
確
認

す
る
な
ど
、
対
象
海
域
が
莫

大
な
レ
ア
ア
ー
ス
資
源
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
こ
と
を
確

認
。
資
源
分
布
を
可
視
化
し

資
源
量
を
把
握
す
る
こ
と
に

初
め
て
成
功
し
た
。
さ
ら

に
、
レ
ア
ア
ー
ス
濃
集
鉱
物

の
高
効
率
な
選
鉱
技
術
を
検

討
し
、
確
立
し
た
と
い
う
。

　
レ
ア
ア
ー
ス
は
現
在
、
生

産
量
の
８
割
を
中
国
が
占
め

て
い
る
が
、
こ
の
技
術
で
、

中
国
陸
上
レ
ア
ア
ー
ス
鉱
床

の
20
倍
程
度
ま
で
品
位
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

将
来
的
に
は
50
倍
以
上
の
品

位
を
目
指
す
と
い
い
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
や
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
医
療
技

術
分
野
な
ど
の
最
先
端
産
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
成
果
は
４
月
10
日
付
の
英

科
学
誌
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
に
掲
載
さ

れ
た
。

南
鳥
島
に
大
量
レ
ア
ア
ー
ス
泥
確
認

海
洋
資
源
研
な
ど
成
果

た
容
積
３
５
０
㍉
㍑
の
缶
サ

ッ
ト
を
手
始
め
に
、
10
立
方

㌢
の
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト
の
世

界
初
打
ち
上
げ
、
太
陽
風
を

受
け
止
め
る
ソ
ー
ラ
ー
セ
イ

ル
の
宇
宙
空
間
で
の
展
開

と
、
そ
の
技
術
を
使
っ
た
宇

宙
ヨ
ッ
ト
「
イ
カ
ロ
ス
」
の

宇
宙
空
間
全
航
行
な
ど
、

数
々
の
「
世
界
初
」
を
成
し

遂
げ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
小
惑
星
「
イ
ト
カ

ワ
」
か
ら
の
世
界
初
の
サ
ン

プ
ル
リ
タ
ー
ン
（
試
料
回

収
）
に
成
功
し
た
「
は
や
ぶ

さ
」
初
号
機
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
加
わ
っ
た
。

　
現
在
は
外
国
人
を
含
む
科

学
者
と
技
術
者
計
約
６
０
０

人
を
率
い
て
い
る
と
い
う
津

田
准
教
授
は
、
講
演
で
こ
れ

ら
の
経
験
を
披
歴
し
た
後
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
点
を

次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　
▽
組
織
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

保
つ
▽
で
き
る
人
、「
や
り

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
を

　
小
宮
一
仁
学
長
は
４
月
19

日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
ス

コ
ー
ネ
県
ル
ン
ド
市
の
ル
ン

ド
大
学
（
工
学
部
）
を
訪

れ
、
本
学
と
の
交
流
協
定
を

締
結
し
た
。

　
ル
ン
ド
大
は
１
６
６
６

年
、
同
国
で
２
番
目
に
古
く

創
設
さ
れ
た
名
門
公
立
大

で
、
物
理
・
生
化
学
な
ど
で

４
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

を
輩
出
し
て
い
る
。

　
本
学
と
の
海
外
交
流
協
定

校
は
こ
れ
で
17
カ
国
・
地
域

の
37
大
学
と
な
っ
た
。

　(

写
真
は
握
手
を
交
わ
す

小
宮
学
長
と
ル
ン
ド
大
の

オ
ワ
ー
ル
工
学
部
長)

ル
ン
ド
大
と
交
流
協
定

５月１日～９月30日

クールビズ実施中

集
め
る
▽
実
力
を
正
し
く
引

き
出
す
▽
「
物
」
に
直
結
し

た
組
織
を
つ
く
る
▽
背
伸
び

を
し
て
は
い
け
な
い
時
を
は

っ
き
り
見
極
め
る
▽
「
こ
の

人
で
な
く
て
は
で
き
な
い
」

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
見
極

め
て
人
を
使
う
。
　

　は
や
ぶ
さ
２
へ
の

　技
術
関
与
を
紹
介

　
　
千
秋
上
席
研
究
員

　
津
田
准
教
授
の
特
別
講
演

に
先
立
っ
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の

千
秋
博
紀
上
席
研
究
員
が
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
「
は
や
ぶ
さ
２
」

と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
た
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
「
リ

ュ
ウ
グ
ウ
」
に
到
達
し
た

後
、
約
1
年
半
か
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
観
測
を
行
い
、
小
惑

星
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
。
例
え
ば
高
度
を
変
え
な

が
ら
数
キ
ロ
ま
で
接
近
し
て

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
立
体
地

図
を
作
り
、
重
力
や
自
転
の

方
向
・
速
度
を
割
り
出
す

…
…
な
ど
。

　
な
か
で
も
最
大
の
山
場

は
、
爆
薬
で
打
ち
出
し
た
金

属
製
の
弾
丸
を
秒
速
２
㌔
で

衝
突
さ
せ
て
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
の
表
面
に
ク
レ
ー
タ
ー

を
作
り
、
内
部
の
土
な
ど
を

採
取
す
る
実
験
。
こ
の
試
料

を
地
球
に
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
人
類
が
初
め
て

手
に
す
る
、
太
陽
系
の
起
源

に
迫
る
貴
重
な
情
報
が
得
ら

れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
内

部
を
の
ぞ
く
〝
窓
〞
を
作
る

衝
突
装
置
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）」
を

筆
頭
に
▽
ク
レ
ー
タ
ー
が
で

き
る
瞬
間
を
観
測
す
る
分
離

カ
メ
ラ
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
３
）
▽

レ
ー
ザ
ー
高
度
計
（
Ｌ
Ｉ
Ｄ

Ａ
Ｒ
）
▽
含
水
鉱
物
を
見
つ

け
る
近
赤
外
線
分
光
計
（
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ｓ
３
）
▽
光
学
航
法
カ

メ
ラ
（
Ｏ
Ｎ
Ｃ
）
｜
｜
の
開

発
と
科
学
的
検
討
に
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
が
関
わ
っ
て
い
る
。

「宇宙工学への挑戦～はやぶさ２のすべて……」の講演会。左上は津田氏
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の
表
面
張
力
に
対
す
る
雰
囲

気
中
の
酸
素
濃
度
の
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
を
し
て

い
る
。
研
究
が
達
成
さ
れ
れ

ば
、
世
界
で
初
め
て
温
度
と

雰
囲
気
を
同
時
に
考
慮
し
た

表
面
張
力
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
、
次
世
代
デ
バ
イ
ス
の
開

発
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
期
待
に
応
え
ら
れ
る
結

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
、
研
究
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

●
橋
川　

直
人
さ
ん

　
標
題
研
究
の
反
応
に
よ
っ

て
合
成
さ
れ
る
化
合
物
は
、

本
来
、
芳
香
族
化
合
物
が
持

つ
平
面
性
を
逸
脱
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に

由
来
す
る
光

ひ
か
り

物
性
の
発
現
が

興
味
深
く
、
今
回
評
価
の
対

象
と
な
っ
た
。

　
新
反
応
の
開
発
と
そ
れ
を

用
い
た
新
規
化
合
物
の
合
成

研
究
で
、
合
成
方
法
を
確
立

す
る
こ
と
で
こ
の
分
野
に
有

益
な
知
見
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
。

　「
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
光
栄
で
す
。
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
自
覚
を
持

っ
て
、
よ
り
一
層
研
究
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
テ
レ
ビ
有
料
衛
星
放
送

の
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
とFuture 

Tech Hub

（
日
本
初
を
う
た

う
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
特
化
型
起
業

支
援
施
設
）
は
３
月
31
〜
４

月
１
日
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ
ー
と

ワ
ー
」
を
〝
Ｘ
Ｒ
の
世
界
で

活
躍
さ
せ
て
み
よ
う
！
〞
と

呼
び
掛
け
た
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を

東
京
都
中
央
区
のFuture 

Tech Hub

で
開
催
。
本
学
の

今
井
駿
汰
さ
ん
と
柄か

ら

澤さ
わ

勇
弥

さ
ん
（
い
ず
れ
も
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
学
科
４
年
）
の
２

人
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
「
Ａ

Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
新
し

い
、
親
子
で
可
能
な
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
」
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
ト
ロ
フ
ィ

ー
と
賞
金
15
万
円
を
獲
得
し

た
。 

　
ハ
ッ
カ
ソ
ン
はHack

（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
何
か
を
や

り
遂
げ
る
）
と
マ
ラ
ソ
ン
を

合
わ
せ
た
造
語
で
、
数
人
ず

つ
の
チ
ー
ム
が
短
期
で
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
を
共

同
開
発
し
成
果
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
。「
ウ
ー
と
ワ
ー
」
は

頭
に
耳
の
よ
う
な
触
覚
を
載

せ
た
白
と
黒
の
〝
宇
宙
人
〞

と
い
う
想
定
。

　
映
像
感
覚
世
界
は
Ａ
Ｒ

（
拡
張
現
実
）
、Ｖ
Ｒ（
仮

想

現
実
）、
Ｍ
Ｒ（
複
合
現
実
）

と
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
Ｘ

Ｒ
（Extended Reality

）

と
、
次
世
代
技
術
を
模
索
し

て
い
る
。
今
回
は
ウ
ー
と
ワ

ー
が
Ｘ
Ｒ
の
世
界
で
ど
う
活

躍
で
き
る
の
か
、
展
開
イ
メ

ー
ジ
を
募
っ
た
。

　
今
井
さ
ん
ら
は
、
比
較
的

短
期
間
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を

作
れ
そ
う
な
Ａ
Ｒ
技
術
を
用

い
、
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
て
親

子
で
楽
し
め
る
「
Ａ
Ｒ
か
く

れ
ん
ぼ
」
を
提
案
。
Ｕ
Ｉ
デ

ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

と
画
面
遷
移
は
柄
澤
さ
ん

が
、
内
部
設
計
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
は
今
井
さ
ん
が
担
当

し
、
２
日
間
、
プ
レ
ゼ
ン
数

分
前
ま
で
作
業
に
没
頭
し
、

ぎ
り
ぎ
り
で
動
作
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
。
デ
モ
実
演
ま
で

で
き
た
。

　
審
査
で
は
「
子
供
も
大
人

も
楽
し
め
る
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
で
完
成
度
が
高
く
、

ウ
ー
と
ワ
ー
の
新
た
な
展
開

の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
た
」

と
評
価
さ
れ
た
。
今
後
、
Ｗ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
が
２
人
の
着
想
を

事
業
展
開
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
今
井
さ
ん
は
「
２
日
間
で

デ
モ
と
し
て
遊
べ
る
完
成
度

ま
で
持
っ
て
い
く
の
に
苦
労

し
ま
し
た
」。
柄
澤
さ
ん
は

「
懇
親
会
で
、
最
近
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
技
術
で
あ
る
Ａ
Ｒ

と
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
遊

び
『
か
く
れ
ん
ぼ
』
を
組
み

合
わ
せ
た
の
が
よ
か
っ
た
、

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
懇
親
会
で
プ
レ
ー
し
て
も

ら
い
、
熱
心
に
ウ
ー
と
ワ
ー

を
探
そ
う
と
し
て
い
る
様
子

に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

今
井
さ
ん

柄
澤
さ
ん

最
優
秀
賞

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ「
ウ
ー
と
ワ
ー
」で「
Ａ
Ｒ
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
科

学
協
会
（
大
島
美
恵
子
会

長
）
が
運
営
す
る
２
０
１
８

年
度
笹
川
科
学
研
究
助
成

に
、
板
倉
真ま

さ

博ひ
ろ

さ
ん
（
機
械

サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
２

年
、
小
澤
俊
平
研
究
室
）

の
「
半
導
体
Si-

Ge
融
体

の
表
面
張
力
に
対
す
る
雰

囲
気
酸
素
分
圧
の
影
響
」

と
、
橋
川
直
人
さ
ん
（
生

命
環
境
科
学
専
攻
修
士
１

年
、
島
崎
俊
明
研
究
室
）
の

「Benzo[c]
naphtho[2

、

1 -p]chrysene

誘
導
体
の
合
成

お
よ
び
物
性
評

価
」
が
選
ば
れ

た
。

　
助
成
は
若
手

の
独
創
性
・
萌

芽
性
を
持
ち
発

想
・
着
眼
点
が

新
し
い
研
究
に

与
え
ら
れ
、
19

年
２
月
ま
で
の

成
果
に
上
限
１

０
０
万
円
ま
で

が
贈
ら
れ
る
。

　
４
月
27
日
、
東
京
・
赤
坂

の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で
開

か
れ
た
研
究
奨
励
の
会
で
決

定
通
知
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
２
人
の
研
究
内
容
と
感
想

は
次
の
通
り
。

●
板
倉　

真
博
さ
ん

　
新
し
い
半
導
体
と
し
て
期

待
さ
れ
る
Si-

Ge
（
シ
リ
コ

ン-
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
）
の
単

結
晶
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
最
適

化
や
現
象
解
明
に
関
す
る
も

の
。

　
小
澤
研
究
室
は
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

で
表
面
張
力
を
正
確
に
計
測

す
る
国
際
共
同
研
究
に
参

加
。
板
倉
さ
ん
は
こ
の
宇
宙

実
験
デ
ー
タ
を
正
し
く
取
り

扱
う
た
め
に
、
Si-

Ge
融
体

18
年
度
　笹
川
科
学
研
究
助
成

板
倉
さ
ん
、橋
川
さ
ん
の
研
究
に

　
南
房
総
市
は
３
月
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ｓ
）学
科

の
中
川
泰
宏
助
教
と
同
学
科

の
学
生
３
人
に
対
し
、
学
校

外
教
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
助
成

事
業
の
処
理
シ
ス
テ
ム
を
無

償
で
開
発
し
て
く
れ
た
と
し

て
教
育
長
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

　
同
市
は
小
学
５
・
６
年
生

の
塾
通
い
（
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
含
む
）
に
、
一
部
費
用
を

助
成
し
て
い
る
。
そ
の
処
理

業
務
が
煩
雑
だ
っ
た
が
、
中

川
助
教
の
指
導
の
も
と
、
Ｎ

Ｓ
の
学
生
３
人
が
作
業
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
シ

ス
テ
ム
化
し
、
事
務
負
担
を

大
幅
に
軽
減
し
た
。

　
南
房
総
市
は
本
学
な
ど
県

内
大
学
と
産
学
協
働
地
域
活

力
創
造
事
業
を
進
め
て
い

る
。
事
務
の
煩
雑
ぶ
り
を
知

っ
た
中
川
助
教
が
、
学
外
活

動
に
積
極
的
だ
っ
た
今
井
駿

汰
さ
ん
、
柄
澤
勇
弥
さ
ん
、

薩
摩
顕
蔵
さ
ん
（
３
年

当

時
）
を
誘
い
、
学
生
提
案
型

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
請
け
負
っ
た
。

　
助
成
手
続
き
は
職

員
が
保
護
者
申
請
の

助
成
券
１
枚
１
枚
を

手
作
業
で
確
認
し
、

表
計
算
ソ
フ
ト
に
書

き
込
み
管
理
し
て
い

た
。
中
川
チ
ー
ム
提

案
の
シ
ス
テ
ム
は
、

助
成
券
の
登
録
番
号

や
名
前
を
ス
キ
ャ
ナ

ー
で
読
み
込
ん
で
Ｐ

Ｃ
で
一
括
管
理
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
担

当
職
員
の
作
業
時
間

を
従
来
の
10
分
の
１
程
度
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
昨
年
８
月
の
初
回
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
か
ら
12
回
の
学
内
開

発
会
議
を
経
て
、
今
年
３
月

下
旬
、
シ
ス
テ
ム
を
市
教
委

子
ど
も
教
育
課
に
納
品
。
丸

山
分
庁
舎
で
中
川
助
教
ら
４

人
に
、
三
幣
貞
夫
教
育
長
か

ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
は
30
年
度
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
今
井
さ
ん
ら
学
生
は
「
実

際
に
人
の
助
け
に
な
る
シ
ス

テ
ム
を
、
自
分
た
ち
の
手
で

開
発
で
き
た
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。
学
生
時
代

に
大
き
な
体
験
が
で
き
た
」。

　
中
川
助
教
は
「
技
術
の
観

点
か
ら
地
域
に
貢
献
し
つ

つ
、
学
生
が
自
ら
主
体
性
を

持
っ
て
問
題
解
決
を
図
れ
る

機
会
を
得
た
こ
と
は
本
当
に

よ
か
っ
た
。
地
域
、
学
生
、

大
学
の
３
者
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
活
動
な
の
で
、
今
後
も

必
要
に
応
じ
て
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

中
川
助
教
と
３
学
生
に
感
謝
状

南
房
総
市　

塾
通
い
助
成
業
務
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
化

　「
メ
テ
オ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク(

Ｈ
Ｄ
Ｄ)

を
交
換
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
い
う
荒
井
朋

子
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
主
席
研
究
員

写
真
中
央

の
に
こ
や
か

な
呼
び
か
け
に
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ

（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
の
窓
を
使
っ
て
地
球
に

落
ち
て
い
く
流
星
を
観
測
す

る
メ
テ
オ
の
研
究
、
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま

す
」
と
金
井
宣
茂
宇
宙
飛
行

士
の
爽
や
か
な
声
が
返
っ
て

く
る
｜
｜
。

　
Ｇ
Ｗ
さ
な
か
の
５
月
２

日
、
幕
張
新
都
心
と
地
上
４

０
０
㌔
を
周
回
す
る
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
間
で
、

荒
井
さ
ん
と
金
井
さ
ん
が
初

め
て
対
話
し
、
宇
宙
と
地
上

の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
ク

リ
ア
な
や
り
と
り
に
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
歓
声
を
上
げ
た
。

　
5
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
開
か
れ
た

「
わ
く
わ
く
宇
宙
ウ
ィ
ー

ク
」
の
ひ
と
こ
ま
。
子
ど
も

た
ち
や
地
域
住
民
に
も
っ
と

宇
宙
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し

い
と
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
協
力
を
得
て
実

施
し
た
。

　
会
場
の
よ
し
も
と
幕
張
イ

オ
ン
モ
ー
ル
劇

場
は
大
勢
の
親

子
連
れ
な
ど
で

埋
ま
り
、
よ
し

も
と
芸
人
た
ち

も
参
加
し
て
熱

気
む
ん
む
ん
。

　
メ
テ
オ
カ
メ

ラ
で
撮
っ
た
映

像
を
収
め
る
Ｈ

Ｄ
Ｄ
の
容
量
が

満
杯
に
な
っ
た

と
き
、
新
し
い

Ｈ
Ｄ
Ｄ
と
交
換

す
る
作
業
を
金

井
宇
宙
飛
行
士
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
の
お
礼
を

言
っ
た
後
、
荒
井
主
席
研
究

員
が
「
宇
宙
か
ら
見
た
流
星

は
、
金
井
さ
ん
の
目
に
は

ど
の
よ
う
に
映
り
ま
し
た

か
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、

金
井
宇
宙
飛
行
士
は
｜
｜
。

　「（
メ
テ
オ
カ
メ
ラ
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
）
窓
は
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
床
側
に

あ
る
の
で
、
私
た
ち
は
地
球

を
見
る
と
き
は
上
下
逆
さ
ま

に
な
っ
て
、
窓
に
頭
を
突
っ

込
ん
で
、
あ
た
か
も
見
上
げ

る
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
流
星
も
頭

の
上
の
ほ
う
で
光
っ
て
い
る

の
が
見
え
る
の
で
す
」

　
ま
さ
に
宇
宙
飛
行
士
な
ら

で
は
の
実
感
の
こ
も
っ
た
コ

メ
ン
ト
。

　
こ
の
「
わ
く
わ
く
宇
宙
ウ

ィ
ー
ク
」
で
は
、
６
日
間
の

会
期
を
通
し
て
「
は
や
ぶ
さ

２
」
と
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
関
わ
り

や
、
気
球
に
よ
る
成
層
圏
で

の
微
生
物
・
ウ
イ
ル
ス
捕
獲

実
験
、
流
星
観
測
衛
星
Ｓ-

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
、「
生
命
は
宇
宙

か
ら
飛
来
し
た
の
か
」
と
い

う
謎
に
迫
る
「
赤
い
雨
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ポ
ス
タ
ー
展
示
。

　
さ
ら
に
和
田
豊
・
機
械
電

子
創
成
工
学
科
准
教
授
（
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
非
常
勤
上
席
研
究

員
）
が
、
子
ど
も
た
ち
対
象

の
手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
教
室

（
２
日
）
や
、「
千
葉
工
業

大
学
の
宇
宙
研
究
最
前
線
」

（
６
日
）
と
題
し
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
。「
将
来
、

宇
宙
関
連
の
こ
と
が
し
た
く

な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
千
葉
工
大

を
思
い
出
し
て
」
と
呼
び
か

け
る
な
ど
、〝
千
葉
工
大
パ

ワ
ー
〞全
開
の
Ｇ
Ｗ
だ
っ
た
。

宇
宙
飛
行
士
と
直
接
交
信

荒
井
主
席
研
究
員　

幕
張
で〝
千
葉
工
大
ウ
ィ
ー
ク
〞

助成が決まった板倉さん(左)と橋川さん

柄澤さん(左)と今井さん

感謝状を手に(左から)中川助教、
薩摩さん、柄澤さん、今井さん
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
３
月
28
日
、
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
た
本
学

理
事
会
・
評
議
員
会
で
、
平

成
30
年
度
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

■
　
高
等
教
育
を

　
　
取
り
巻
く
環
境

　
わ
が
国
で
は
、
平
成
30
年

を
境
に
受
験
年
齢
で
あ
る
18

歳
人
口
が
本
格
的
に
減
少
に

転
じ
、
２
０
３
１
年
に
は
現

在
の
１
２
０
万
人
前
後
か
ら

１
０
０
万
人
を
下
回
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
東
京
一
極
集
中
が
進
む

こ
と
に
よ
っ
て
地
方
経
済
が

衰
退
し
、
地
方
の
私
立
大
学

が
破
綻
危
機
に
陥
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
結
果
と
し
て
全

国
の
大
学
に
影
響
を
き
た
す

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
私
立
大
学
の
約
４

割
が
定
員
割
れ
の
状
態
に
あ

り
、
財
務
省
は
定
員
割
れ
が

続
く
私
立
大
学
に
つ
い
て
、

補
助
金
の
減
額
及
び
停
止
の

検
討
を
開
始
し
て
い
る
。
補

助
金
の
分
配
見
直
し
に
よ
り

経
営
改
善
や
教
育
の
質
向
上

を
目
指
し
、
教
育
の
「
成

果
」
に
応
じ
た
配
分
と
す
る

方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
大
学
の
淘
汰

に
打
ち
向
か
う
に
は
、
新
た

な
施
策
や
教
育
環
境
の
充
実

を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
大

学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
を

一
層
進
め
る
こ
と
が
重
要
な

時
代
と
言
え
る
。

　
創
立
76
年
目
を
迎
え
る
今

年
度
も
引
き
続
き
、
創
立
１

０
０
年
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
実
行
し
て
い

く
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
成
建
設

株
式
会
社
と
共
同
で
、
自
動

で
鉄
筋
を
結
束
す
る
自
律
型

鉄
筋
結
束
ロ
ボ
ッ
ト
「T-i 

ROBO 
Rebar

」
を
開
発
し

た
。
さ
ら
に
、
産
学
連
携
に

よ
る
技
術
開
発
を
目
的
に
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
と
連

携
し
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
千

葉
工
業
大
学
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
た
。

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
流
星
観
測
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｏ

Ｒ
」
に
よ
る
流
星
群
の
測
光

・
分
光
観
測
、
来
年
度
小
惑

星Ryugu

に
到
着
予
定
の
探

査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」の
観
測

機
器
開
発
論
文
執
筆
お
よ
び

運
用
解
析
訓
練
実
施
、
気
球

に
よ
る
成
層
圏
微
生
物
採
取

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「Biopuase

」

に
よ
る
放
球
実
験
実
施
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
の

連
携
拠
点
と
し
て
採
択
さ

れ
、
小
惑
星
フ
ェ
ー
ト
ン
探

査
ミ
ッ
シ
ョ
ンDESINY+

の

開
発
を
軸
に
人
材
育
成
と
探

査
機
器
開
発
基
盤
の
構
築
に

取
り
組
む
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
火

星
へ
の
無
人
探
査
機
打
ち
上

げ
計
画
を
進
め
て
い
る
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
２
大
学
の
宇
宙
科
学
教
育

を
、
本
学
が
日
本
の
大
学
グ

ル
ー
プ
を
組
織
し
て
支
援
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
人
工
知
能
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
、
国
際
金
融
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
次
世
代
海
洋
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ

り
先
端
研
究
の
領
域
は
さ
ら

に
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
学
の
一
般
入
試
志
願
者

動
向
は
、
工
学
部
改
組
、
教

育
研
究
体
制
の
充
実
、
入
試

制
度
の
改
革
、
積
極
的
な
広

報
展
開
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開

発
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ

る
。
平
成
30
年
度
入
学
試
験

で
は
過
去
最
高
の
志
願
者
数

と
な
り
、
志
願
者
総
数
で
は

全
国
10
位
と
な
っ
た
。

■
　
事
業
計
画

１
　
教
育
・
研
究 

　
引
き
続
き
、
教
職
協
働
に

よ
り
、
教
育
・
研
究
の
質
の

向
上
を
推
進
し
、
退
学
者
・

留
年
者
の
抑
制
、
大
学
院
進

学
者
及
び
編
入
学
者
の
増
加

に
務
め
る
。

　
大
学
は
、
建
学
の
精
神
の

実
現
を
目
指
し
、
教
育
及
び

研
究
の
目
的
を
踏
ま
え
、

「
学
位
授
与
の
方
針
」（
デ

ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）、

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の

方
針
」（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
）
及
び
「
入
学
者

受
入
れ
の
方
針
」（
ア
ド
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
を

一
貫
性
あ
る
も
の
と
し
て
策

定
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、
学
部
及
び
大

学
院
に
お
い
て
従
前
よ
り
こ

れ
ら
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
定

め
、
自
己
点
検
及
び
第
三
者

評
価
を
通
じ
て
教
育
の
改
革

・
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
こ
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
一
貫
性
に
つ
い
て
は
継
続

的
に
評
価
を
行
い
、
更
に
各

ポ
リ
シ
ー
に
教
育
研
究
活
動

が
合
致
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
の
評
価
を
行

い
、
必
要
な
場
合
は
こ
れ
ら

を
見
直
し
新
た
な
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
学

的
な
体
制
の
下
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
る
。

　
工
学
部
の
改
組
に
伴
い
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
っ
た
新

た
な
教
育
課
程
に
つ
い
て

は
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申

等
で
示
さ
れ
た
学
士
力
の
養

成
、
す
な
わ
ち
知
識
・
理

解
、
汎
用
的
技
能
、
態
度
・

志
向
性
、
総
合
力
・
創
造
力

を
養
う
こ
と
を
念
頭
に
、
能

動
的
学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
）
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
主
体
的
な
学
び

も
多
く
取
り
入
れ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
教
養
教
育
・
専

門
教
育
を
通
じ
て
教
育
課
程

の
体
系
化
、
単
位
の
実
質
化

を
実
現
し
て
い
る
。

　
教
育
方
法
の
改
善
に
つ

い
て
は
、「
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」、「
Ｆ
Ｄ
講
演
会
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
）
の
継
続
的
な
推
進

を
図
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ

（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）
研
修
へ
の
教
員

参
加
を
拡
大
し
、
教
職
協
働

に
よ
る
教
育
支
援
体
制
を
拡

充
す
る
。

　
ま
た
、
グ
ッ
ド
レ
ク
チ
ャ

ー
賞
や
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
賞
と
い
っ
た
教
育
業
績
表

彰
制
度
に
よ
る
評
価
や
教
育

方
法
の
講
習
会
等
も
引
き
続

き
実
施
す
る
。

　
平
成
30
年
度
は
、
前
年
度

仮
運
用
を
開
始
し
た
教
員
ポ

イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
正
式
運

用
し
、
教
員
の
教
育
力
・
研

究
力
・
社
会
貢
献
力
の
評
価

に
積
極
的
に
利
用
す
る
。

　
指
定
校
推
薦
入
学
制
度
の

導
入
に
よ
る
工
業
高
等
専
門

学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
学
部
３
年
次
の
編
入
学

者
の
数
は
２
０
１
５
年
か
ら

の
３
年
間
で
３
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
今
後
も
教
育
・
研

究
面
で
の
交
流
も
含
め
交
流

を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
高
大

接
続
の
教
育
連
携
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
検
討
し
、
具
現

化
に
向
け
た
施
策
を
実
施
す

る
。

　
大
学
院
に
お
い
て
は
、
本

学
附
属
の
各
研
究
所
等
と
連

携
し
た
教
育
・
研
究
体
制
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
留

学
生
も
含
め
た
学
生
数
の
増

加
を
図
る
。

　
留
年
者
や
退
学
者
の
抑
制

策
に
つ
い
て
は
、
追
加
的
な

補
習
授
業
の
実
施
や
再
試
験

制
度
及
び
仮
進
級
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
授
業
の
到
達
目

標
や
評
価
基
準
を
維
持
し
つ

つ
、
留
年
者
及
び
退
学
者
の

減
少
に
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。

　
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
海
外
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
大
学
と
の
交
流

協
定
を
積
極
的
に
拡
大
し
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
及
び
本

学
学
生
の
海
外
留
学
と
も
に

増
加
さ
せ
る
。
さ
ら
に
「
小

川
勉
国
際
交
流
支
援
基
金
」

も
活
用
し
な
が
ら
広
く
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
出
身
国
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材

の
育
成
に
寄
与
す
る
。

　
研
究
及
び
産
官
学
連
携
に

つ
い
て
は
、「
学
校
法
人
千

葉
工
業
大
学
産
官
学
連
携
協

議
会
」
を
通
じ
た
活
動
の
ほ

か
、
研
究
の
活
性
化
と
産
学

連
携
の
強
化
を
推
進
す
る
。

加
え
て
、
安
全
保
障
貿
易
管

理
等
に
つ
い
て
も
管
理
体
制

の
整
備
を
進
め
、
更
に
充
実

し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵

守
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

平
成
30
年
度
予
算
案
を
承
認

Ⅰ
【
教
育
活
動
収
入
】

　
１
５
７
・
０
億
円
（
昨
年

度
１
５
８
・
８
億
円
　
昨
年

度
比
１
・
８
億
円
減
）

　
学
生
納
付
金
は
前
年
度
比

微
減
の
１
３
６
・
０
億
円
と

し
、
全
体
で
は
１
・
８
億
円

程
度
の
減
少
を
見
込
ん
で
い

る
。

Ⅱ
【
教
育
活
動
支
出
】

　
１
５
５
・
９
億
円
（
昨
年

度
１
５
９
・
９
億
円
　
昨
年

度
比
４
・
０
億
円
減
）

　
①
人
件
費
は
、
退
職
金
が

減
少
す
る
が
、
研
究
員
・
兼

務
教
員
等
の
増
加
に
よ
り
７

千
万
円
の
増
加
を
見
込
む
。

　
②
教
育
研
究
経
費
は
、
教

育
環
境
の
充
実
に
重
点
を
置

い
た
予
算
と
し
て
い
る
が
、

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
方

針
に
よ
り
修
繕
費
、
消
耗
品

費
等
が
減
少
し
、
昨
年
度
比

３
・
３
億
円
減
の
経
費
削
減

予
算
と
し
た
。
教
育
研
究
経

費
比
率
は
41
・
２
％
（
昨
年

度
42
・
８
％
）
で
あ
る
。

　
③
管
理
経
費
は
、
マ
イ
ナ

ス
シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
や
経
費
の
圧
縮
に

努
め
、
１
・
３
億
円
の
減
少

を
見
込
む
。
管
理
経
費
比
率

は
10
・
９
％
（
昨
年
度
11
・

５
％
）
で
あ
る
。

Ⅲ
【
教
育
活
動
外
収
支
】

　
教
育
活
動
外
収
入
は
受
取

利
息
・
配
当
金
で
３
・
４
億

円
を
見
込
む
（
昨
年
度
比
０

・
２
億
円
増
）。
教
育
活
動

外
支
出
の
予
定
は
な
い
。

Ⅳ
【
特
別
収
支
】

　
特
別
収
入
は
施
設
設
備
補

助
金
で
３
千
万
円
を
計
上
し

た
。
特
別
支
出
の
予
定
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

Ⅴ
【
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
】　

４
・
８
億
円

Ⅵ
【
基
本
金
組
入
額
】

　
２
・
２
億
円
（
昨
年
度
13

・
４
億
円
　
昨
年
度
比
11
・

２
億
円
減
）

　
(1)
第
１
号
基
本
金

　
　
組
入
額
　
８
・
４
億
円

　
①
建
物

　
　
組
入
額
　
６
・
２
億
円

　
　
除
却
額
　
　
△
０
億
円

　
②
構
築
物

　
　
組
入
額
　
０
・
９
億
円

　
　
除
却
額
　
　
△
０
億
円

　
③
教
育
研
究
用
機
器
備
品

　
　
組
入
額
　
６
・
６
億
円

　
　
除
却
額
△
６
・
６
億
円

　
④
管
理
用
機
器
備
品

　
　
組
入
額
　
１
・
１
億
円

　
　
除
却
額
　
　
△
０
億
円

　
⑤
図
書
・
車
両
他

　
　
組
入
額
　
０
・
５
億
円

　
　
除
却
額
△
０
・
２
億
円

　
(2)
第
２
号
基
本
金

　
　
組
入
額
△
６
・
２
億
円

　
①
第
１
号
基
本
金
へ
の
振 

　
替

　
　
組
入
額
△
６
・
２
億
円

Ⅶ
【
収
支
差
額
】

　
以
上
の
結
果
、
当
年
度
収

支
差
額
は
２
・
６
億
円
の
収

入
超
過
、
前
年
度
繰
越
収
支

差
額
は
77
・
５
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
の
で
、
翌
年
度

繰
越
収
支
差
額
は
74
・
９
億

円
の
支
出
超
過
と
な
る
予
算

で
あ
る
。

　(

全
文
は
ウ
ェ
ブ
に
掲
載)

平
成
30
年
度
予
算
の
概
要

事業活動収支

（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 差　　　異

学生生徒等納付金 13,600,000,000 13,750,000,000 △ 150,000,000
手数料 300,000,000 354,800,000 △ 54,800,000
寄付金 95,000,000 100,700,000 △ 5,700,000
経常費等補助金 900,000,000 715,000,000 185,000,000
付随事業収入 500,000,000 682,000,000 △ 182,000,000
雑収入 300,000,000 272,600,000 27,400,000
教育活動収入計 15,695,000,000 15,875,100,000 △ 180,100,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,243,000,000 7,178,000,000 65,000,000
教育研究経費 6,604,500,000 6,936,900,000 △ 332,400,000
（内、減価償却額） 2,727,500,000 2,743,200,000 △ 15,700,000
管理経費 1,740,100,000 1,870,300,000 △ 130,200,000
（内、減価償却額） 651,000,000 670,700,000 △ 19,700,000
教育活動支出計 15,587,600,000 15,985,200,000 △ 397,600,000

教育活動収支差額 107,400,000 △ 110,100,000 217,500,000

教育活動外収支差額 340,000,000 319,000,000 21,000,000
経常収支差額 447,400,000 208,900,000 238,500,000
特別収支差額 28,000,000 174,300,000 △ 146,300,000

基本金組入前当年度収支差額 475,400,000 383,200,000 92,200,000
基本金組入額合計 △ 216,900,000 △ 1,338,300,000 1,121,400,000
当年度収支差額 258,500,000 △ 955,100,000 1,213,600,000
前年度繰越収支差額 △ 7,752,900,000 △ 6,797,800,000 △ 955,100,000
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 7,494,400,000 △ 7,752,900,000 258,500,000
（参考）

事業活動収入計 16,065,000,000 16,388,700,000 △ 323,700,000
事業活動支出計 15,589,600,000 16,005,500,000 △ 415,900,000

資 金 収 支

（単位：円）

収入の部

科　　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 13,600,000,000 13,750,000,000 △ 150,000,000
手数料収入 300,000,000 354,800,000 △ 54,800,000
寄付金収入 95,000,000 100,500,000 △ 5,500,000
補助金収入 930,000,000 715,000,000 215,000,000
資産売却収入 0 90,200,000 △ 90,200,000
付随事業・収益事業収入 500,000,000 682,000,000 △ 182,000,000
受取利息・配当金収入 340,000,000 319,000,000 21,000,000
雑収入 300,000,000 273,500,000 26,500,000
前受金収入 4,900,000,000 4,907,700,000 △ 7,700,000
その他の収入 3,228,000,000 16,431,800,000 △ 13,203,800,000
資金収入調整勘定 △ 5,157,700,000 △ 5,211,300,000 53,600,000
前年度繰越支払資金 8,911,700,000 8,402,100,000
収入の部合計 27,947,000,000 40,815,300,000 △ 12,868,300,000

支出の部

科　　　目 平成30年度予算 平成29年度予算 差　　　異

人件費支出 7,243,000,000 7,178,000,000 65,000,000
教育研究経費支出 3,877,000,000 4,193,500,000 △ 316,500,000
管理経費支出 1,089,100,000 1,219,600,000 △ 130,500,000
施設関係支出 714,000,000 1,972,200,000 △ 1,258,200,000
設備関係支出 812,600,000 728,300,000 84,300,000
資産運用支出 4,000,000 14,081,700,000 △ 14,077,700,000
その他の支出 2,750,000,000 2,915,900,000 △ 165,900,000
［予備費］ 200,000,000 0 200,000,000
資金支出調整勘定 △ 400,000,000 △ 385,600,000 △ 14,400,000
翌年度繰越支払資金 11,657,300,000 8,911,700,000 2,745,600,000
支出の部合計 27,947,000,000 40,815,300,000 △ 12,868,300,000

千葉工業大学　平成30年度予算
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右
も
左
も
判
ら
ず
に
不
安

で
し
た
が
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
副
会
長

と
し
て
一
年
、
会
長
と
し
て

一
年
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

瀬
戸
熊
理
事
長
、
小
宮
学
長

を
は
じ
め
、
大
学
教
職
員
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
地
区
懇
談
会
で
は
、
新

潟
、長
岡
、長
野
、仙
台
、宇
都

宮
の
五
ヶ
所
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
地
区
の
保
護

者
、
同
窓
会
の
皆
様
と
意
見

交
換
で
き
た
こ
と
は
、
私
の

人
生
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ

ス
と
な
り
ま
し
た
。
千
葉
工

大
の
勢
い
を
改
め
て
実
感
す

る
思
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
益
々
進

展
す
る
中
で
、
日
本
の
大
学

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問

わ
れ
て
い
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
宇
宙
や

ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
開
発
は

勿
論
、
産
学
連
携
や
女
性
活

躍
の
推
進
な
ど
、
千
葉
工
大

の
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、

各
方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
改
め
て
、
自
分

の
子
ど
も
が
こ
の
よ
う
に
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
勉
学
に

励
め
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
千
葉
工
大
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長
と
し
て
の
最
後

の
言
葉
と
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長
　

　
　
　
　
　
　
白
川
　
恒
平

　
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
５
月

15
日
、
本
学
の
開
学
記
念
日

に
永
年
勤
続
25
年
の
表
彰
を

受
け
た
。
大
学
で
の
職
務
も

四
半
世
紀
。
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
協
力
で
、
仕
事
が
続

け
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　
入
職
し
た
頃
の
本
学
は
、

ま
だ
建
物
も
古
く
、
見
渡
す

限
り
ど
こ
を
見
て
も
工
学
系

を
醸
し
出
し
て
い
る
男
子
学

生
ば
か
り
。
女
子
学
生
に
出

会
う
チ
ャ
ン
ス
な
ん
て
ほ
ぼ

皆
無
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

に
響
き
渡
る
の
は
「
う
ぉ

ー
！
」
と
い
う
茶
色
い
声
ば

か
り
で
、
い
わ
ゆ
る
「
黄
色

い
声
？
」
に
は
程
遠
く
、
学

生
行
事
の
度
に
本
学
の
カ
ラ

ー
は
紫
紺
で
は
な
く
、
茶
色

か
？
と
思
っ
た
も
の
だ
。

　
い
ま
や
男
子
学
生
も
洗
練

さ
れ
「
さ
わ
や
か
」
な
オ
シ

ャ
レ
男
子
が
目
立
つ
。
ま

た
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
千
葉
工

大
女
子
「
チ
バ
テ
ク
コ
」
た

ち
で
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い
つ

も
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
20
代
の
頃
は
先
輩
の
よ
う

に
、
40
代
の
今
は
保
護
者
の

立
場
で
学
生
と
接
し
て
い

る
。
図
々
し
い
と
は
思
い
つ

つ
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
頃
に
は
、
頼
れ
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
た

い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　「
大
人
に
な
る
と
一
年
間

が
短
く
感
じ
る
」
小
学
生
の

時
、
担
任
の
先
生
が
言
っ
て

い
た
言
葉
を
何
気
な
く
覚
え

て
い
て
、
ふ
と
思
い
出
す
。

　
振
り
返
る
と
、
も
う
５
月

に
入
っ
て
い
た
。
実
際
、
子

ど
も
と
大
人
で
は
心
理
的
に

感
じ
る
時
間
の
経
過
に
差
が

あ
る
ら
し
く
、
そ
の
理
由
の

一
つ
に
代
謝
が
良
く
平
熱
が

高
い
子
ど
も
は
時
の
経
過
を

遅
く
感
じ
る
傾
向
が
あ
る
そ

う
だ
。
ま
た
、
ワ
ク
ワ
ク
や

待
ち
遠
し
い
こ
と
が
多
い

と
、
時
の
流
れ
が
遅
く
感
じ

る
説
も
あ
る
よ
う
だ
。
思
い

返
す
と
、
昔
は
ク
リ
ス
マ
ス

か
ら
正
月
ま
で
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
の
に
、
今
で
は
間
髪

入
れ
ず
に
や
っ
て
く
る
感
覚

が
あ
り
、
妙
に
共
感
し
た
。

　
社
会
人
５
年
目
の
私
は
ま

だ
ま
だ
「
未
熟
な
こ
わ
っ

ぱ
」
だ
が
時
間
の
流
れ
を
早

く
感
じ
る
程
度
に
は
大
人
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
。

い
か
に
仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
充
実
し
て
い
て
も
、
あ

っ
と
い
う
間
に
５
年
間
が
経

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

時
の
経
過
が
加
速
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
一
日
一
日
を

大
切
に
目
的
を
も
っ
て
過
ご

そ
う
。
悲
観
す
る
こ
と
は
な

い
。
物
理
的
な
時
間
の
流
れ

は
普
遍
だ
。
そ
れ
か
必
死
で

基
礎
代
謝
を
あ
げ
よ
う
。

　
入
試
広
報
課
　

　
　
　
　
　
海
老
根
　
克
磨

新
任
紹
介
（
敬
称
略
）

　
千
葉
工
業
大
学
の
最
新
情

報
を
満
載
し
た
「
２
０
１
９

大
学
案
内
」
が
出
来
上
が
っ

た

写
真
。

　
千
葉
工
大
が
「
宇
宙
兄

弟
」
と
コ
ラ
ボ
し
て
４
年

目
。
宇
宙
飛
行
士
を
目
指
す

主
人
公
や
仲
間
の
姿
を
通
じ

て
、
学
生
た
ち
に
夢
に
向
か

っ
て
挑
戦
す
る
大
切
さ
を
伝

え
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

表
紙
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
の
支
援
力
、
挑
戦

力
、
研
究
力
と
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ
ろ
え
▽
学

科
紹
介
▽
教
育
内
容
▽
施
設

▽
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
案
内

▽
ク
ラ
ブ
の
紹
介
｜
｜
と
盛

り
だ
く
さ
ん
。
希
望
者
に
無

料
で
配
布
す
る
。

大学案内 2019年版が完成

クラブの活動状況

▲

文化会 期　間 大会・発表会名

吹奏楽部 ４／１　　　　　　　　 入学式

写真部 ４／15、22、29　　　　 新入生歓迎撮影会
フィッシャークラブ ４／22　　　　　　　　 大会練習
電子工学研究会 ４／18、19　　　　　　 テクノフロンティア
電気研究部 ４／28、29　　　　　　 第60回ＡＬＬ　ＪＡコンテスト

ソフトメディア研究会 ４／29　　　　　　　　 音系・メディアミックス同人即売会Ｍ３▲

体育会 期　間 大会・発表会名

ウインドサーフィン部 ５／13　　　　　　　　 第21回　Himeno Cup 2018

空手道部 ４／29、30、５／５　　
第46回千葉県空手道選手権大会、第44回千葉県空手道選手権大会、
東日本大学空手道選手権大会　団体戦

弓道部 ５／３～５／４　　　　
千葉県学生弓道選手権大会、第26回関東学生弓道選手権春季トーナ
メント大会

剣道部 ５／５　　　　　　　　 練習試合

卓球部 ５／５、６、26、27　　
平成30年度春季関東学生卓球リーグ　４部Ｃブロック(男子）、４部
Ａブロック(女子）

軟式庭球部 ５／12、13　　　　　　 関東学生ソフトテニス春季リーグ戦
二輪部 ４／29、30　　　　　　 新歓ラン

バドミントン部 ４／28、29、30～５／３ 関東大学春季リーグ戦
バレーボール部 ４／22～５／13　　　　 春期関東大学バレーボールリーグ戦
フォークダンス部 ５／20　　　　　　　　 新歓パーティー

よさこいソーラン風神部 ５／５　　　　　　　　 第17回かずさ ＹＯＳＡＫＯＩ 木更津舞尊
ラグビー部 ４／29　　　　　　　　 公式戦
陸上競技部 ４／21、22、５／４　　 第262回日本体育大学長距離競技会、第２回順天堂大学競技会

上記クラブのほか、多くのクラブが課外活動に励んでいます。定期的にいろいろなクラブの活動状況をお知らせしています。

小お

笠が

さ

原わ

ら 

秀ひ

で

人と 
教
授

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
）

　
み
な
さ
ん
優
し
く
て
、
オ

ー
プ
ン
な
雰
囲
気
が
と
て
も

よ
い
で
す
。
リ
ズ
ム
の
よ
い

生
活
を
心
が
け
、
成
果
と
実

績
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い

け
る
よ
う
に
、
何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
趣
味
は
ラ
グ
ビ
ー(

観
戦

＆
時
々
プ
レ
ー
も
し
ま
す)

。

亀か

め

谷や　

雄ゆ

う

樹き　

准
教
授

　
　
　
　（
機
械
工
学
科
）

　
教
職
員
の
方
々
が
労
を
い

と
わ
ず
心
よ
く
ご
支
援
く
だ

さ
り
、
日
々
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
学
生

が
の
び
の
び
と
学
び
、
ぐ
ん

ぐ
ん
能
力
を
伸
ば
し
、
自
信

と
誇
り
と
喜
び
に
満
ち
て
卒

業
で
き
る
よ
う
、
最
善
を
尽

く
し
ま
す
。

　
東
京
育
ち
で
す
が
、
千
葉

が
大
好
き
で
す
！

橋は

し

本も

と　
紳し

ん

一い

ち

郎ろ

う　
准
教
授

　
　
　（
都
市
環
境
工
学
科
）

　
先
生
方
が
教
育
や
進
路
指

導
に
非
常
に
熱
心
で
す
。
早

く
職
場
環
境
に
慣
れ
、
教
育

・
研
究
活
動
を
通
じ
て
学
生

と
共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

藤ふ

じ

井い　

浩ひ

ろ

光み

つ　

准
教
授

（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
）

　
と
に
か
く
キ
ャ
ン
パ
ス
が

き
れ
い
で
す
。
こ
の
環
境

で
、
私
学
な
ら
で
は
の
研
究

・
教
育
の
実
現
と
楽
し
い
研

究
室
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
手
拭
い
収
集
。

齊さ

い

藤と

う　

史ふ

み

哲あ

き　

准
教
授

（
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
）

　
キ
ャ
ン
パ
ス
が
き
れ
い

で
、
先
進
的
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
真
面
目
な
学
生
が

多
い
の
も
印
象
的
で
す
。
今

後
は
研
究
・
教
育
を
通
じ

て
、
学
生
の
成
長
や
大
学
の

発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
趣
味
は
野
球
。

小こ

松ま

つ

原ば

ら　
洋

ひ
ろ
し

上
席
研
究
員

（
国
際
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
職
員
の
方
々
が
皆
親
切

で
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
礼
儀

正
し
い
事
や
研
究
施
設
が
と

て
も
充
実
し
て
い
る
の
で
感

激
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
大
き
な

広
が
り
を
持
つ
研
究
分
野
で

す
。
デ
ー
タ
分
析
手
法
を
活

用
し
て
、
今
ま
で
常
識
だ
と

思
わ
れ
て
い
た
政
策
や
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略
の
中
に
新
た
な
課

題
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松ま

つ

澤ざ

わ　

孝た

か

明あ

き　

研
究
員

（
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
）

　
古
田
所
長
を
は
じ
め
、
と

て
も
個
性
的
な
方
が
多
い
で

す
が
、
皆
さ
ん
優
し
く
と
て

も
楽
し
い
職
場
で
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
携
わ

る
仕
事
を
す
る
こ
と
が
夢
だ

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
趣
味
は
バ
イ
ク
、
電
子
工

作
。

齋さ

い

藤と

う　

幹み

き

（
入
試
広
報
課
　
事
務
職
員
）

　
１
人
１
人
が
個
性
豊
か
で

明
る
く
、
時
に
１
つ
の
大
き

な
仕
事
に
対
し
て
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、

歯
車
の
よ
う
に
機
能
し
対
処

し
て
い
く
、
そ
ん
な
職
場
で

す
。
１
日
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、
大
学
の
た
め
、
学
生
の

た
め
に
職
務
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
！

　
趣
味
は
ギ
タ
ー
弾
き
語

り
、
映
画
鑑
賞
。

征そ

矢や　

愼し

ん

一い

ち

郎ろ

う

　
　
　（
総
務
部
　
警
備
員
）

　
緑
豊
か
な
構
内
で
、
先
輩

方
は
と
て
も
明
る
く
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
懇
切

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る
と

て
も
働
き
や
す
い
職
場
で

す
。

　
千
葉
工
大
の
名
誉
あ
る
伝

統
を
深
く
認
識
し
、
感
謝
・

謙
虚
・
誠
実
を
念
頭
に
置

き
、
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ

う
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

末す

え

吉よ

し　

健け

ん

一い

ち

（
学
生
セ
ン
タ
ー
　
警
備
員
）

　
毎
日
、
１
・
２
年
生
の
明

る
く
爽
や
か
な
声
が
聞
こ
え

る
新
習
志
野
校
舎
で
警
備
に

あ
た
り
ま
す
。
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
趣
味
は
野
球
観
戦
。

関せ

き

家や　

伸
お
さ
む

（
学
生
セ
ン
タ
ー
　
警
備
員
）

　
明
る
く
、
活
気
の
あ
る
職

教
　
員

職
　
員

場
で
す
。
目
配
り
・
気
配
り

・
思
い
や
り
を
念
頭
に
お
き

勤
務
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
家
庭
菜
園
と
ラ
グ

ビ
ー
。

　
本
紙
４
月
15
日

号
１
面
「
入
学

式
」
の
記
事
で
、
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
者
の
「
福
井
健

一
博
士
」
と
あ
る
の
は
「
福

井
謙
一
博
士
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

お
わ
び


